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【開催内容】
平成29年1月19日

防災機関

1次案作成に向け討論　第3回“みんなでつくる”五ヶ瀬川タイムライン検討会

人数 －

【取組機関】
延岡河川国道事務所

延岡市
防災関係機関多数

【取組概要】H29年1月19日に延岡市消防本部において、防災機関を集めてタイムライン作成にむけた検討会を行った。

取組目標

要配慮者の避難

水害教訓の伝承

村上先生のコメント
　 「現在の災害時の各機関の対応は、L1規模の
洪水を想定して決めているので、今回の想定最大
規模の洪水を想定したタイムラインでも、その延
長線上で考えている傾向が見られた。L2規模の場
合、想像以上に被害が拡大するため、今よりも早
い対応が求められる。今回出た意見を踏まえて、
次回の検討会では単なるL1の延長線上の考え方で
はないL2への対応について意見を出していただき
たい。」

【取組キーワード】

コメント
　発表後にはタイムラインや防災行動について
意見交換会を行いました。“住民目線にたって
タイムラインを策定してほしい”ことや“防災
情報が一箇所にまとまっているサイト等があれ
ば情報の入手が容易”といった意見が出されま
した。

発表後の意見交換

タイムライン策定

タイムライン策定

タイムラインの策定にむけ、検討が進んでいる。

【取組シートによる区分】

村上先生の総括

防災行動に必要な情報と組織間連携
について討論

コメント
　第3回の検討会では、防災行動を行うタイミン
グや行動を行う際に必要な情報、またその情報
の発信元や発信先について検討をおこないまし
た。
　代表者はこれらの情報をとりまとめ検討の際
に出た課題等とあわせて全体に発表しました。
タイムラインの策定に役立つ意見が多く出され
ています。

延岡市役所・宮崎県・宮崎地⽅気象台・延岡河川国道事務所
五ヶ瀬川⽔系浸⽔被害軽減対策協議会


